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 由布市告示第115号 

  平成30年第４回由布市議会定例会を次のとおり招集する 

     平成30年11月28日 

                                由布市長 相馬 尊重 

 １ 期 日  平成30年12月５日 

 ２ 場 所  由布市議会議事堂 

────────────────────────────── 

 ○開会日に応招した議員 

佐藤 孝昭君         髙田 龍也君 

坂本 光広君         吉村 益則君 

田中 廣幸君         加藤 裕三君 

平松惠美男君         太田洋一郎君 

野上 安一君         加藤 幸雄君 

鷲野 弘一君         甲斐 裕一君 

溝口 泰章君         渕野けさ子君 

佐藤 人已君         田中真理子君 

工藤 安雄君         長谷川建策君 

佐藤 郁夫君                

────────────────────────────── 

 ○応招しなかった議員 

                    なし 

────────────────────────────── 
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─────────────────────────────────────────── 

平成30年 第４回（定例）由 布 市 議 会 会 議 録（第１日） 

                             平成30年12月５日（水曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                        平成30年12月５日 午前10時00分開会 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸報告 

 日程第４ 請願の取下げの件について 

 日程第５ 請願・陳情について 

 日程第６ 報告第25号 専決処分の報告について 

 日程第７ 報告第26号 専決処分の報告について 

 日程第８ 報告第27号 例月出納検査の結果に関する報告について 

 日程第９ 報告第28号 定例監査の結果に関する報告について 

 日程第10 承認第５号 専決処分の承認を求めることについて「平成３０年度由布市一般会計

補正予算（第３号）」 

 日程第11 議案第73号 和解及び損害賠償の額を定めることについて 

 日程第12 議案第74号 由布市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正に

ついて 

 日程第13 議案第75号 由布市特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例の一部改正につ

いて 

 日程第14 議案第76号 由布市職員の給与に関する条例の一部改正について 

 日程第15 議案第77号 由布市特別会計条例の一部改正について 

 日程第16 議案第78号 由布市湯布院健康温泉館条例の一部改正について 

 日程第17 議案第79号 由布市挾間高齢者等就業支援センターの指定管理者の指定について 

 日程第18 議案第80号 由布市城ケ原農村公園の指定管理者の指定について 

 日程第19 議案第81号 由布市庄内農産加工センターの指定管理者の指定について 

 日程第20 議案第82号 独自住宅、由布市市営特定公共賃貸住宅及び由布市市営雇用促進住宅

並びにその共同施設の指定管理者の指定について 

 日程第21 議案第83号 市道路線（長宝中央線）の廃止について 

 日程第22 議案第84号 市道路線（長宝中央線）の認定について 
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 日程第23 議案第85号 市道路線（小原馬米線）の認定について 

 日程第24 議案第86号 市道路線（生田原団地西線）の認定について 

 日程第25 議案第87号 市道路線（小挾間影戸線）の認定について 

 日程第26 議案第88号 市道路線（上瀬口線）の認定について 

 日程第27 議案第89号 市道路線（中瀬口線）の認定について 

 日程第28 議案第90号 市道路線（北大津留川原線）の認定について 

 日程第29 議案第91号 市道路線（下柚ノ木線）の認定について 

 日程第30 議案第92号 市道路線（上影戸線）の認定について 

 日程第31 議案第93号 大分市の公の施設を由布市の住民の利用に供させることに関する協議

について 

 日程第32 議案第94号 別府市の公の施設を由布市の住民の利用に供させることに関する協議

について 

 日程第33 議案第95号 臼杵市の公の施設を由布市の住民の利用に供させることに関する協議

について 

 日程第34 議案第96号 津久見市の公の施設を由布市の住民の利用に供させることに関する協

議について 

 日程第35 議案第97号 竹田市の公の施設を由布市の住民の利用に供させることに関する協議

について 

 日程第36 議案第98号 豊後大野市の公の施設を由布市の住民の利用に供させることに関する

協議について 

 日程第37 議案第99号 日出町の公の施設を由布市の住民の利用に供させることに関する協議

について 

 日程第38 議案第100号 公の施設を大分市の住民の利用に供することに関する協議について 

 日程第39 議案第101号 公の施設を別府市の住民の利用に供することに関する協議について 

 日程第40 議案第102号 公の施設を臼杵市の住民の利用に供することに関する協議について 

 日程第41 議案第103号 公の施設を津久見市の住民の利用に供することに関する協議につい

て 

 日程第42 議案第104号 公の施設を竹田市の住民の利用に供することに関する協議について 

 日程第43 議案第105号 公の施設を豊後大野市の住民の利用に供することに関する協議につ

いて 

 日程第44 議案第106号 公の施設を日出町の住民の利用に供することに関する協議について 

 日程第45 議案第107号 大字・字の区域の変更について 
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 日程第46 議案第108号 平成３０年度由布市一般会計補正予算（第４号） 

 日程第47 議案第109号 平成３０年度由布市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

 日程第48 議案第110号 平成３０年度由布市介護保険特別会計補正予算（第２号） 

 日程第49 議案第111号 平成３０年度由布市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第50 議案第112号 平成３０年度由布市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第51 議案第113号 平成３０年度由布市健康温泉館事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第52 議案第114号 平成３０年度由布市水道事業会計補正予算（第１号） 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸報告 

 日程第４ 請願の取下げの件について 

 日程第５ 請願・陳情について 

 日程第６ 報告第25号 専決処分の報告について 

 日程第７ 報告第26号 専決処分の報告について 

 日程第８ 報告第27号 例月出納検査の結果に関する報告について 

 日程第９ 報告第28号 定例監査の結果に関する報告について 

 日程第10 承認第５号 専決処分の承認を求めることについて「平成３０年度由布市一般会計

補正予算（第３号）」 

 日程第11 議案第73号 和解及び損害賠償の額を定めることについて 

 日程第12 議案第74号 由布市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正に

ついて 

 日程第13 議案第75号 由布市特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例の一部改正につ

いて 

 日程第14 議案第76号 由布市職員の給与に関する条例の一部改正について 

 日程第15 議案第77号 由布市特別会計条例の一部改正について 

 日程第16 議案第78号 由布市湯布院健康温泉館条例の一部改正について 

 日程第17 議案第79号 由布市挾間高齢者等就業支援センターの指定管理者の指定について 

 日程第18 議案第80号 由布市城ケ原農村公園の指定管理者の指定について 

 日程第19 議案第81号 由布市庄内農産加工センターの指定管理者の指定について 

 日程第20 議案第82号 独自住宅、由布市市営特定公共賃貸住宅及び由布市市営雇用促進住宅
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並びにその共同施設の指定管理者の指定について 

 日程第21 議案第83号 市道路線（長宝中央線）の廃止について 

 日程第22 議案第84号 市道路線（長宝中央線）の認定について 

 日程第23 議案第85号 市道路線（小原馬米線）の認定について 

 日程第24 議案第86号 市道路線（生田原団地西線）の認定について 

 日程第25 議案第87号 市道路線（小挾間影戸線）の認定について 

 日程第26 議案第88号 市道路線（上瀬口線）の認定について 

 日程第27 議案第89号 市道路線（中瀬口線）の認定について 

 日程第28 議案第90号 市道路線（北大津留川原線）の認定について 

 日程第29 議案第91号 市道路線（下柚ノ木線）の認定について 

 日程第30 議案第92号 市道路線（上影戸線）の認定について 

 日程第31 議案第93号 大分市の公の施設を由布市の住民の利用に供させることに関する協議

について 

 日程第32 議案第94号 別府市の公の施設を由布市の住民の利用に供させることに関する協議

について 

 日程第33 議案第95号 臼杵市の公の施設を由布市の住民の利用に供させることに関する協議

について 

 日程第34 議案第96号 津久見市の公の施設を由布市の住民の利用に供させることに関する協

議について 

 日程第35 議案第97号 竹田市の公の施設を由布市の住民の利用に供させることに関する協議

について 

 日程第36 議案第98号 豊後大野市の公の施設を由布市の住民の利用に供させることに関する

協議について 

 日程第37 議案第99号 日出町の公の施設を由布市の住民の利用に供させることに関する協議

について 

 日程第38 議案第100号 公の施設を大分市の住民の利用に供することに関する協議について 

 日程第39 議案第101号 公の施設を別府市の住民の利用に供することに関する協議について 

 日程第40 議案第102号 公の施設を臼杵市の住民の利用に供することに関する協議について 

 日程第41 議案第103号 公の施設を津久見市の住民の利用に供することに関する協議につい

て 

 日程第42 議案第104号 公の施設を竹田市の住民の利用に供することに関する協議について 

 日程第43 議案第105号 公の施設を豊後大野市の住民の利用に供することに関する協議につ
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いて 

 日程第44 議案第106号 公の施設を日出町の住民の利用に供することに関する協議について 

 日程第45 議案第107号 大字・字の区域の変更について 

 日程第46 議案第108号 平成３０年度由布市一般会計補正予算（第４号） 

 日程第47 議案第109号 平成３０年度由布市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

 日程第48 議案第110号 平成３０年度由布市介護保険特別会計補正予算（第２号） 

 日程第49 議案第111号 平成３０年度由布市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第50 議案第112号 平成３０年度由布市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第51 議案第113号 平成３０年度由布市健康温泉館事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第52 議案第114号 平成３０年度由布市水道事業会計補正予算（第１号） 

────────────────────────────── 

出席議員（19名） 

１番 佐藤 孝昭君        ２番 髙田 龍也君 

３番 坂本 光広君        ４番 吉村 益則君 

５番 田中 廣幸君        ６番 加藤 裕三君 

７番 平松惠美男君        ８番 太田洋一郎君 

９番 野上 安一君        10番 加藤 幸雄君 

12番 鷲野 弘一君        13番 甲斐 裕一君 

14番 溝口 泰章君        15番 渕野けさ子君 

16番 佐藤 人已君        17番 田中真理子君 

18番 工藤 安雄君        19番 長谷川建策君 

20番 佐藤 郁夫君                  

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（１名） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長 首藤 康志君        書記 一野 英実君 

書記 小川 晃平君                  

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 
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市長 ……………………… 相馬 尊重君   副市長 …………………… 太田 尚人君 

教育長 …………………… 加藤 淳一君   総務課長 ………………… 漆間 尚人君 

財政課長 ………………… 佐藤 公教君   総合政策課長 …………… 一尾 和史君 

監査事務局長兼選挙管理委員会事務局長 ……………………………………… 衛藤 哲男君 

会計管理者 ……………… 鶴原 章二君   建設課長 ………………… 佐藤  洋君 

農政課総括課長補佐 …… 左藤  毅君   水道課長 ………………… 佐藤 正秋君 

福祉事務所長兼福祉課長 ………………………………………………………… 栗嶋 忠英君 

健康増進課長 …………… 馬見塚美由紀君  保険課長 ………………… 佐藤 厚一君 

商工観光課長 …………… 衛藤 浩文君   環境課長 ………………… 花宮 宏城君 

挾間振興局長兼地域整備課長 …………………………………………………… 大久保隆介君 

庄内振興局長兼地域振興課長 …………………………………………………… 田邉 祐次君 

湯布院振興局長兼地域振興課長 ………………………………………………… 右田 英三君 

教育次長兼教育総務課長 ………………………………………………………… 八川 英治君 

消防長 …………………… 亀田  博君   代表監査委員 …………… 大塚 裕生君 

────────────────────────────── 

午前10時00分開会 

○議長（佐藤 郁夫君）  皆さん、おはようございます。これより、平成３０年第４回由布市議会

定例会を開会いたします。 

 ただいまの出席議員数は１９人です。定足数に達していますので、ただいまから本日の会議を

開きます。執行部より、市長、副市長、教育長、関係課長及び代表監査委員の出席を求めていま

す。 

 本日の議事日程は、お手元に配付の議事日程第１号により行います。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（佐藤 郁夫君）  まず、日程第１、会議録署名議員の指名を行います。本定例会の会議録

署名議員は、会議規則第８８条の規定により、１２番、鷲野弘一君、１３番、甲斐裕一君の２名

を指名します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に、日程第２、会期の決定を議題とします。本定例会の会期は、本日

から１２月１８日までの１４日間といたしたいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（佐藤 郁夫君）  異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は、本日から１２月

１８日までの１４日間と決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．諸報告 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に、日程第３、諸報告を行います。 

 まず、議長報告については、今期定例会開会前までの分をお手元に資料として配付いたしてお

りますので、お目通しをいただき報告とさせていただきます。 

 次に、市長の行政報告をお願いします。市長。 

○市長（相馬 尊重君）  皆様、おはようございます。平成３０年第４回定例会の開会に当たりま

して、議員の皆様方には、公私ともに大変御多忙の中御出席をいただきまして、心から感謝を申

し上げます。 

 本定例会において、提案いたすことにしております報告４件、承認１件、議案４２件につきま

しては、どうか慎重な御審議をお願いいたしますとともに、何とぞ御賛同いただきますようお願

いを申し上げます。 

 また、本日お手元に行政報告をお配りしております。御一読いただきますようお願いする次第

でございますけども、少し時間をいただきまして、幾つかの項目について詳細な報告を申し上げ

ます。 

 まず、１０月１８日には、霧島市で開催されました第１２３回九州市長会に出席し、基礎自治

体が主体性を持って総合的に行政を担うことができるよう、都市財政の拡充強化、福祉施策の充

実強化などの議案について討議が行われました。 

 １１月１日には、広瀬大分県知事と県内の市町村長との意見交換会が開催され、出席いたしま

した。意見交換会では、人口減少社会における今後の行政運営について意見交換が行われたとこ

ろでございます。 

 １１月３日の文化の日には、それぞれの分野から由布市の発展に多大な御貢献をいただきまし

た６名の個人と３つの団体の皆様に対しまして、功労表彰式をとり行い、その御功績をたたえる

とともに、関係者の皆様にも感謝を申し上げたところでございます。 

 １１月１４日は、全国市長会の行政委員会に出席をいたしました。委員会では、総務省より地

方公共団体におけるデータ活用について説明を受け、意見交換を行った後、本委員会所管の提言

及び重点提言事項について審議を行ったところであります。 

 翌１５日に開催されました全国市長会の理事・評議員合同会議では、前日の行政・財政・社会

文教・経済の各委員会における審議結果を踏まえ、平成３１年度国の施策及び予算に関する提言

及び重点提言事項を決定したところでございます。 
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 １１月１７日には、佐藤議長、太田副市長とともに在京由布市会総会へ出席いたしました。会

の中では、故郷に思いをはせる皆様方より、由布市へ力強いエールをいただき、心強く思った次

第でございます。また、総会の中で、在京由布市会会長の佐藤勝様へ由布市観光特別大使をお願

いをいたしました。 

 １１月２９日には、１０月１４日に開催されました、第７９回大分県畜産共進会において見事、

グランドチャンピオン（農林水産大臣賞）を受賞されました、佐藤富雄様の受賞祝賀会に出席し、

その快挙にお祝いを申し上げたところでございます。 

 １１月３０日には、由布市庄内公民館が完成し、落成式を挙行いたしました。本施設が今後、

庄内地域のまた由布市の生涯学習拠点施設として、活発に利用されるとを心から期待していると

ころでございます。また、建設に当たりましては、市議会議員の皆様、公民館建設検討委員会委

員の皆様を初め、多くの方の御理解と御協力を賜りました。この場をお借りしまして、重ねて関

係者の皆さまに感謝を申し上げる次第です。 

 次に、５,０００万円以上の工事請負契約につきましては、行政報告に記載しておりますので、

よろしくお願いいたします。 

 以上、報告といたします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  市長の行政報告が終わりました。 

 次に、地方自治法第１２５条の規定により、平成３０年第３回定例会において採択されました

請願の処理経過と結果について、執行部より報告を求めます。副市長。 

○副市長（太田 尚人君）  おはようございます。副市長でございます。 

 それでは、平成３０年第３回定例会におきまして審議をいただきました請願につきまして、そ

の処理経過、結果報告を行います。 

 請願受理番号１０、件名、市道編入に関する請願について。湯布院町川上１５２４番７付近か

ら川上１１１５番１付近までの里道を市道編入に係る請願についてですが、現在道路台帳作成業

務を委託するよう作業を進めており、成果後に市道認定議案を提案する予定でございます。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  請願の処理経過と結果報告が終わりました。 

 次に、由布大分環境衛生組合議会の報告をお願いします。由布大分環境衛生組合議会議長、工

藤安雄君。 

○由布大分環境衛生組合議会議長（工藤 安雄君）  皆様、おはようございます。由布大分環境衛

生組合議会議長の工藤安雄です。 

 平成３０年第２回由布大分環境衛生組合議会定例会が、由布大分環境衛生組合会議室で、平成

３０年１１月２０日午前１０時から開催されましたので、その結果について報告をいたします。 
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 会期は、当日１日限りとし、議事事件としては認定１件、議案１件が上程されました。 

 次に、認定第１号、平成３０年度由布大分環境衛生組合歳入歳出決算の認定についてでありま

す。事務局より歳入歳出決算書に基づいて詳細な説明があり、平成２９年度歳入歳出決算額は、

収入済み額６億３,６２６万６,１３３円、支出済み額５億８,７９２万２,９６２円、差し引き残

額４,８３４万３,１７１円が翌年度繰越金となるとの説明がありました。 

 続いて、監査委員大塚裕生氏から決算審査報告があり、審査の期間は平成３０年７月２４日の

１日で、松下監査委員と２名で審査を行ったことの報告がありました。 

 審査意見といたしましては、適切に処理されている旨が報告されました。 

 また、今後の組合運営や解散事項ついては、由布市・大分市両市と密に協議し組合運営に支障

がでないよう万全の体制を図るよう要望された旨が報告されました。 

 慎重審議の結果、全員の賛成で認定されました。 

 議案第３号、平成３０年度由布大分環境衛生組合補正予算（第１号）についてであります。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,０６９万８,０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を、それぞれ６億２１１万８,０００円とするものです。歳入は、分担金及び負担金を

２９９万５,０００円減額し、財産収入を３５万円の増額、前年度繰越金を１,３３４万

３,０００円増額するものです。歳出は総務費を１２万２,０００円の増額、衛生費を５３６万

７,０００円の増額、予備費を５２０万９,０００円の増額となっています。 

 審議の結果、全員の賛成により可決されました。 

 以上で、平成３０年第２回由布大分環境衛生組合議会定例会の報告を終わります。 

○議長（佐藤 郁夫君）  由布大分環境衛生組合議会の報告は終わりました。 

 次に、閉会中の委員会の調査、研修の結果について報告を求めます。まず、教育民生常任委員

長、加藤幸雄君。 

○教育民生常任委員長（加藤 幸雄君）  おはようございます。教育民生常任委員長、加藤幸雄で

ございます。教育民生常任委員会の調査研修報告をいたします。 

 本常任委員会は所管事項のうち、次の事件において調査研修を行ったので、その結果を下記の

とおり会議規則第１１０条の規定により報告いたします。 

 調査事件、燕市における学力向上対策Ｊａｃｋ＆Ｂｅｔｔｙ教室の取り組みについて。健康づ

くり事業におけるタニタカフェの取り組みについて。の２点でございます。 

 調査研修の期間、平成３０年１１月１４日から、１１月１６日まで。 

 調査研修地、新潟県燕市と新潟県長岡市でございます。 

 調査研修者、教育民生常任委員全員でございます。随行は、議会事務局でございます。 

 調査結果、燕市における学力向上対策、Ｊａｃｋ＆Ｂｅｔｔｙ教室の取り組みについて、視察
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地は燕市でございます。燕市は、越後平野のほぼ真ん中にありまして、もう右を見ても左を見て

も、ずっと平野がつながっている、ものすごく広い平野だというのを再確認をいたしました。こ

こは、燕市と三条市が隣合わせになっているものですから、北陸自動車道の停留所が三条燕市、

上越新幹線の駅は燕三条市ということで分け合っているみたいでございます。 

 燕市における学力向上対策についてでございますけども、平成二十二、三年ごろまでは全国平

均よりも５点から６点ぐらい低い状況にありましたけども、平成２４年ごろから教育長ほか執行

部の力で学力に力を入れるということで、今では全国平均にほぼ並んでいる状況でございます。 

 新潟県燕市は、由布市よりも若干成績がいいですねと言ったら、にこっと笑っていましたので、

多分向こうのほうが勝っているんだなと思ってるんではなかろうかなというふうに思っておりま

す。 

 ここの燕市も年々学力が向上しておりまして、その中でやはり取り組んでいるのが、ちょっと

由布市ではやっていないのかなと思ったのが、教職員の指導力向上を図る取り組み、中学校プロ

ジェクトとして国語、数学、英語で、強化ごとに担当者会議を組織し、研修や情報交換を行って

いる。 

 また、新潟大学教育学部とのパートナーシップ事業で、教授、准教授が大学で持っている知的、

人的財産を活用して、これを教員に指導を行う、教員の学力ちゅうんですか、そういうもの上が

ってきた部分で、子どもたちが、やはりそれを習いながら学力が上がってきたのかなというふう

に感じました。 

 あとは、大学の生徒が学生が生徒に指導をするいう教室もやっていました。これで大学の学生

さんが学校に教員になりたいと言ったときに、そこの本人の勉強にもなるということで、両方と

もレベルアップができているのかなという感じでございます。 

 研修の成果のまとめですけれども、地域の次世代を担う児童生徒の教育については、多くの自

治体が、いろいろ取り組みながら苦労を重ねているかなという感じがいたしますけれども、やは

り教育長だけでなくて、市長も一緒になってやられると全国レベルに達する、またそれがずっと

続けられるのかなということを感じました。 

 由布市においても教育現場で実践されている授業等にさらなる磨きをかけて、教育現場の地域

が一体となって自治体をリードする人材育成にも取り組んでいただければというふうに強く感じ

た次第でございます。 

 次に、長岡市の健康づくり事業におけるタニタカフェの取り組みについて。健康づくりにおけ

るタニタカフェの取り組みについては、長岡市では、やはりもうどこの自治体も同じなんですけ

ども、高齢化の進行に伴う介護や、生活習慣病の予防が大きな課題となっていることは、皆さん

御承知のとおりだと思います。 
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 長岡市では、健康な生活習慣を幼少のときから身につけさせ、青年期・壮年期の生活習慣病の

リスクが軽減するよう取り組んでおられます。この中では、多世代健康まちづくりプランという

ことを事業として上げて、タニタカフェって、タニタ株式会社のノウハウを地域に取り込んで、

ここのメニューを食堂のほうに利用している。私たちも食べたんですけども、ヘルシーメニュー

なんで、ちょっと味も薄め、カロリーもちょっと控えめなんですけども、こういうのを食べてい

れば健康ができるというのが小さなころからできてくるのかなと。かなり多くの方がここを利用

されておりまして、食堂にはタニタカフェ推薦の食事メニューも並んでいるというふうな状況で

ございました。 

 研修の成果のまとめですけども、長岡市では、ながおかタニタ健康くらぶというものをつくり

まして、ここに入会されている方が２,８００人前後、延べ人数にすると７万９,０００人ぐらい

の方が利用されているということで、ここ利用された方は、健康クラブに入会して健康になった

と感じる方が８０％弱おられまして、健康になって歩く歩数が今までは５,６００歩ぐらいだっ

たのが、７,０００歩ぐらいになったと、全国平均が６,２６０ですので、かなり大きくなったと

いうことで、健康になったと皆さん喜んでいるような感じがしました。由布市といたしましても、

民間企業との積極的なタイアップやカロリー制限食、軽減食とかを提供する食堂を推進すると、

皆さん方が健康になる、高齢化になっても、元気に暮らせるというような形になるのではなかろ

うかなということを研究した次第でございます。ぜひ、できればこういうことを事業を進めてい

ただければ、由布市も皆さん元気で暮らせるかなということを感じました。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に、産業建設常任委員長、鷲野弘一君。 

○産業建設常任委員長（鷲野 弘一君）  おはようございます。産業建設常任委員会の研修報告を

行います。 

 本常任委員会は、所管事項のうち次の事件について調査研修を行ったので、その結果を下記の

とおり会議規則第１１０条の規定により報告いたします。 

 日時、平成３０年１０月２４日から１０月２６日、視察先は京都府宮津市、京都府京丹波町に

行ってまいりました。視察内容としまして、宮津市では観光まちづくり推進事業について、京丹

波町におきましては、バイオマス産業都市構想、京丹波ブランド戦略について視察を行いました。

参加議員は記載のとおりです。随行職員は議会事務局です。 

 それでは、研修の総括としまして、宮津市では観光まちづくり推進事業について、実際には観

光に関しては、由布市のほうが進んでいるように感じました。しかし、天橋立を中心に頼った観

光から、源泉発掘や京都縦貫自動車道の開通で大きなチャンスが訪れ、観光革命による働く場を

確保を掲げ、さまざまな対策がとられていた。海、山、里を生かした経済圏の形成、仕事が生ま
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れ、人の流れが生まれ、新たな仕事が生まれる、それがまちを活性化する経済力を高め、人口減

少に歯どめをかける、この循環方社会の地域の発展につながると説明を受けました。 

 行政は黒子として、民間、住民にやる気を起こさせるように働く、外部、外資店舗が少なく、

地元で取り組める要素もあり、行政が地域の架け橋として事業を推進する熱意を感じました。 

 視察地概要は一読お願いいたします。 

 事業概要は、宮津市は総合計画宮津ビジョン２０１１より重点戦略として自立循環型経済社会

構造への転換を掲げ、観光資源を最大限活用した産業の創出と雇用の確保に取り組んでいました。 

 また、近年近隣市町長が連携し、海の京都ＤＭＯを設立して、着地型旅行商品を開発しており、

誘客を図っていました。 

 続きまして、京丹波町では町の８０％を占める森林資源を活用するために、森づくり計画を策

定、バイオマス産業都市構想の認定を平成２８年に国から受け、地域資源を経済に循環する仕組

みを構築に取り組み、京丹波ブランド戦略については、食のまちを掲げ、農産品ブランド化の体

制強化に取り組んでいました。 

 京丹波町バイオマス産業都市構想、京丹波ブランド戦略について。京丹波といえば、丹波栗に

丹波黒豆、京丹波大黒シメジとブランド化された有名な農産物が多いが、近年は黒豆の生産は

年々減少傾向にあり、そのかわりに紫ずきんという枝豆専用品種の栽培を始めると、その需要が

ふえている。また、道の駅京丹波味夢の里ができると多くの買い物客が訪れ、予想以上の売り上

げを伸ばしている。 

 健康の里づくり京丹波町として、京の都の食糧庫として、食で街の文化をつくろうと需要にあ

った農産物をつくり進めています。町の面積の約８０％が山であるが、その山を活かしたプラン

ド戦略、品質、味が良ければ高値が付き、さらに加工品へと結びつき、農業でもうかる仕組みが

出来上がっていた。 

 また、森林を守るための間伐材と地域の産業（養豚、養鶏などの排せつ物）の利用は地域資源

を無駄なく運用する素晴らしさを実感し、うらやましく思いました。それらを組み合わせ由布市

としても食と農のエネルギー循環に関する何かヒントがあれば、これらをどう取り込むか、由布

市にもできるのか問題はあるが、バイオマスによるエネルギー利用は一考する価値はあると思い

ました。 

 将来を託す子どもたちへの森林資源を守る環境教育木育も、自然と触れ合う学習はうらやまし

く、また取り組みたい事業の一つであったというふうに思いました。 

 以上で、産業建設常任委員会の研修報告を終わります。 

○議長（佐藤 郁夫君）  以上で、閉会中の調査研修報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 
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日程第４．請願の取下げの件について 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に、日程第４、請願の取下げの件についてを議題といたします。平成

３０年請願受理番号１１、市道認定についてについては、産業建設常任委員会に付託いたしまし

たが、請願者からお手元に配付のとおり、取り下げる旨の申し出がありました。ここで、常任委

員長に審査の経過について報告を求めます。産業建設常任委員長、鷲野弘一君。 

○産業建設常任委員長（鷲野 弘一君）  産業建設常任委員会です。 

 平成３０年第３回定例会に提出された、請願受理番号１１、市道認定については、当常任委員

会で継続審査中でありましたが、請願者より諸般の事情により請願を取り下げる旨の請願取下げ

申し出書が提出されたため、審査を中止しましたので報告いたします。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  委員長の報告が終わりました。 

 お諮りします。ただいま議題となっています平成３０年請願受理番号１１の請願の取下げの件

については、請願者から申し出のとおり、これを承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤 郁夫君）  異議なしと認めます。よって、平成３０年請願受理番号１１の請願の取

下げの件については、これを承認することに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．請願・陳情について 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に、日程第５、請願・陳情についてを議題とします。議会事務局長に

請願・陳情の朗読を求めます。議会事務局長。 

○事務局長（首藤 康志君）  事務局長です。 

 それでは、お手元に配付の請願並びに陳情文書表により朗読いたします。なお、請願者、陳情

者、紹介議員の氏名につきましては、敬称を略させていただきます。また、付託委員会名は省略

させていただきます。 

 まず、請願から読み上げます。 

 受理番号１２、件名、由布市事業所提案型介護予防教室（出張型）継続に関する請願書。請願

者、庄内町○○○○○○○、蛇ロ自治委員、吉廣順一朗ほか２名、紹介委員、佐藤人已。 

 受理番号１３、件名、由布大分環境衛生組合の水路使用料額の見直しについて。請願者、挾間

町鬼崎８６６番地１、堤子土地改良区理事長、佐藤一富。紹介議員、田中真理子、田中廣幸、甲

斐裕一、佐藤孝昭。 

 受理番号１４、件名、市道編入に関する請願について。請願者、庄内町○○○○○○○○○、

小原自治委員、末松龍彦。紹介議員、佐藤人已、坂本光広。 
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 受理番号１５、件名、市道編入に関する請願について。請願者、庄内町○○○○○○○○○、

小原自治委員、末松龍彦。紹介議員、佐藤人已、坂本光広。 

 受理番号１６、件名、市道編入に関する請願について。請願者、庄内町○○○○○○○○○、

小原自治委員、末松龍彦。紹介議員、佐藤人已、坂本光広。 

 次に、陳情を読み上げます。 

 受理番号９、件名、由布市城ヶ原農村公園指定管理者に関する陳情書について。陳情者、湯布

院町○○○○○○○○○○、合同会社Ｑ─ｄａｉ企画代表社員、幸野光義ほか１名。 

 受理番号１０、件名、議員の兼業・請負禁止規定違反による佐藤人已議員の失職決議を求める。

陳情者、Ｙｕｆｕ市民オンブズマン、共同代表気賀澤忠夫ほか１名。 

 受理番号１１、件名、暮らしの移動の困りごとに早急に対応するため、地域ごとの当事者・市

民による改善案を検討する場を求めます。陳情者、湯布院町○○○○○○○○、谷千鶴。 

 受理番号１２、“ほぼ乗客ゼロ”の朴の木スクールコースを、緊急に見直す提案。陳情者、湯

布院町○○○○○○○○、谷千鶴。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  ただいまの請願５件、陳情４件については、会議規則第１４１条の規定

により、お手元に配付の請願、陳情文書表のとおり所管の常任委員会に付託します。 

────────────・────・──────────── 

日程第６．報告第２５号 

日程第７．報告第２６号 

日程第８．報告第２７号 

日程第９．報告第２８号 

日程第１０．承認第５号 

日程第１１．議案第７３号 

日程第１２．議案第７４号 

日程第１３．議案第７５号 

日程第１４．議案第７６号 

日程第１５．議案第７７号 

日程第１６．議案第７８号 

日程第１７．議案第７９号 

日程第１８．議案第８０号 

日程第１９．議案第８１号 

日程第２０．議案第８２号 



- 16 - 

日程第２１．議案第８３号 

日程第２２．議案第８４号 

日程第２３．議案第８５号 

日程第２４．議案第８６号 

日程第２５．議案第８７号 

日程第２６．議案第８８号 

日程第２７．議案第８９号 

日程第２８．議案第９０号 

日程第２９．議案第９１号 

日程第３０．議案第９２号 

日程第３１．議案第９３号 

日程第３２．議案第９４号 

日程第３３．議案第９５号 

日程第３４．議案第９６号 

日程第３５．議案第９７号 

日程第３６．議案第９８号 

日程第３７．議案第９９号 

日程第３８．議案第１００号 

日程第３９．議案第１０１号 

日程第４０．議案第１０２号 

日程第４１．議案第１０３号 

日程第４２．議案第１０４号 

日程第４３．議案第１０５号 

日程第４４．議案第１０６号 

日程第４５．議案第１０７号 

日程第４６．議案第１０８号 

日程第４７．議案第１０９号 

日程第４８．議案第１１０号 

日程第４９．議案第１１１号 

日程第５０．議案第１１２号 

日程第５１．議案第１１３号 

日程第５２．議案第１１４号 
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○議長（佐藤 郁夫君）  次に、本定例会に提出されました、報告第２５号から報告第２８号の報

告４件、承認５号の承認１件、議案第７３号から議案第１１４号までの議案４２件について一括

上程します。 

 市長に提案理由の説明を求めます。市長。 

○市長（相馬 尊重君）  それでは、上程いたしました議案につきまして、一括して提案理由を御

説明いたします。 

 本定例会で審議をお願いいたします案件は、報告４件、承認１件、議案４２件でございます。 

 まず、報告第２５号及び報告第２６号、専決処分の報告については、公用車の交通事故による

和解及び損害賠償を、地方自治法第１８０条第１項の規定により専決処分したことについて、同

条第２項の規定により報告するものでございます。 

 報告第２７号、例月出納検査の結果に関する報告について、及び、報告第２８号、定期監査の

結果に関する報告については、監査委員による監査報告ですので、代表監査委員より報告をいた

します。 

 承認第５号、専決処分の承認を求めることについては、歳入歳出予算それぞれに１,６６１万

３,０００円を追加し、予算の総額を１７９億４,０７６万５,０００円としたことの御承認をお

願いするものでございます。 

 去る９月末の台風２４号等による災害復旧事業に伴うものであり、緊急を要しましたことから、

地方自治法第１７９条第１項の規定により、１０月３日に専決処分を行ったものでございます。 

 議案第７３号、和解及び損害賠償の額を定めることについては、道路の陥没による、自動車の

損傷に対する和解内容及び損害賠償額について、地方自治法第９６条第１項の規定により、議会

の議決を求めるものでございます。 

 議案第７４号、由布市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について及

び議案第７５号、由布市特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例の一部改正については、

一般職の職員の給与改定に準じ、市議会議員並びに常勤の特別職の期末手当の支給月数の改正す

るものでございます。 

 議案第７６号、由布市職員の給与に関する条例の一部改正については、人事院勧告による国家

公務員の給与改定に準じ、行政職給料表及び勤勉手当の支給月数、宿日直手当等の改正を行うも

のでございます。 

 議案第７７号、由布市特別会計条例の一部改正については、由布市健康温泉館事業特別会計を

廃止し、一般会計へ編入することに伴い、必要な改正を行うものでございます。 

 議案第７８号、由布市湯布院健康温泉館条例の一部改正については、議案第７７号と同様の理

由により必要な改正を行うものでございます。 
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 議案第７９号、由布市挾間高齢者等就業支援センターの指定管理者の指定については、由布市

挾間高齢者等就業支援センターの指定管理期間が平成３１年３月末をもって終了することに伴い、

地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、引き続き、由布市シルバー人材センターを指定

管理者として指定するために議会の議決を求めるものでございます。なお、指定管理期間は平成

３１年４月から４年間です。 

 議案第８０号、由布市城ヶ原農村公園の指定管理者の指定については、城ヶ原農村公園の指定

管理期間が平成３１年３月末日に終了することに伴い、地方自治法第２４４条の２第６項の規定

により、指定管理者を指定するために、議会の議決を求めるものでございます。 

 指定管理者選定委員会で審査を受け、指定管理候補者として由布市庄内町観光協会が選定され

ております。指定管理期間は、平成３１年４月から４年間です。 

 議案第８１号、由布市庄内農産加工センターの指定管理者の指定については、庄内農産加工セ

ンターの指定管理期間が平成３１年３月末で終了することから、地方自治法第２４４条の２第

６項の規定により、引き続き、株式会社由布ボタジェを指定管理者として指定するために、議会

の議決を求めるものでございます。指定管理期間は、平成３１年４月から４年間でございます。 

 議案第８２号、独自住宅、由布市市営特定公共賃貸住宅及び由布市市営雇用促進住宅並びにそ

の共同施設の指定管理者の指定については、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、大

分県住宅供給公社を指定管理者として指定するために、議会の議決を求めるものでございます。

指定管理期間は、平成３１年４月から４年間でございます。 

 議案第８３号から議案第９２号につきましては、市道路線の廃止及び認定に関する議案でござ

います。 

 議案第８３号、市道路線長宝中央線の廃止については、道路新設改良工事完成による道路延長

しました部分を含め、新たな路線として管理を行うため、市道を一旦廃止するものでございます。 

 議案第８４号、市道路線長宝中央線の認定については、議案第８３号で申し上げましたとおり

が、新設道路改良工事完成による道路延長しました部分を含めて、市道路線認定を新たにいただ

くものでございます。 

 議案第８５号、市道路線小原馬米線の認定について及び議案第８６号、市道路線生田原団地西

線の認定については、請願採択による市道路線の認定をいただくものでございます。 

 議案第８７号、市道路線小挾間影戸線の認定についてから、議案第９２号、上影戸線の認定に

ついては、県道移管に伴う、市道路線の認定をお願いするものでございます。 

 議案第９３号から、議案第９９号までの、他の普通地方公共団体の公の施設を由布市の住民の

利用に供することに関する協議についてについては、平成２８年３月２９日に発足した大分都市

広域圏において検討されてきました、圏域内での公共施設の相互利用システムについて、平成
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３１年４月から運用が可能となったため、地方自治法第２４４条の３第２項の規定に基づき、由

布市民に、大分市ほか５市１町の公共施設を利用させる協議を行うことについて、議会の議決を

求めるものでございます。 

 議案第１００号から、議案第１０６号までの、公の施設を他の普通地方公共団体の住民に利用

させることに関する協議については、先ほど申し上げました、議案第９３号から９９号までと同

様の理由により、地方自治法第２４４条の３第２項の規定に基づき、大分市ほか５市１町の住民

に、由布市の公共施設を利用させる協議を行うことについて、議会の議決を求めるものでござい

ます。 

 議案第１０７号、大字・字の区域の変更については、筒ロ地区土地改良事業の竣工に伴い、大

字・字の区域を変更するものでございます。 

 議案第１０８号、平成３０年度由布市一般会計補正予算（第４号）は、歳入歳出それぞれに

５億９,０５９万８,０００円を追加し、予算総額を１８５億３,１３６万３,０００円にお願いす

るものでございます。 

 歳入は、災害復旧に伴う分担金を初め、国県からの支出金や財政調整基金からの繰入金などを

計上いたしております。 

 歳出の主なものとしては、湯布院庁舎の解体工事や９月の台風２４号による、農地等の災害復

旧工事、また来年度に向けて未設置の幼稚園、小学校の空調工事などをお願いしております。 

 議案第１０９号、平成３０年度由布市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）については、

歳入歳出にそれぞれ３２１万１,０００円を追加し、予算総額を４３億１,１７６万円にお願いす

るものでございます。 

 歳人では、県支出金、諸収入を増額し、繰入金を減額するものでございます。 

 歳出につきましては、総務費、保険給付費および保険事業費を増額するものでございます。 

 議案第１１０号、平成３０年度由布市介護保険特別会計補正予算（第２号）については、歳入

及び歳出予算にそれぞれ１,０４４万円を追加し、予算総額を４４億３,６１０万９,０００円に

お願いするものでございます。 

 歳入では、国庫支出金、支払基金交付金、県支出金、繰入金を増額し、歳出では、総務費、保

険給付費を増額するものでございます。 

 議案第１１１号、平成３０年度由布市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）については、

歳入歳出それぞれ７６５万７,０００円を追加し、予算総額を４億７,９９３万９,０００円にす

るものでございます。 

 主なものは、歳入では、基金繰入金の増額及び市債を減額し、歳出では、簡易水道費、需用費

及び工事請負費を増額するものでございます。 
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 議案第１１２号、平成３０年度由布市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）について

は、歳入歳出にそれぞれ５万７,０００円を追加し、予算総額を９,４３０万７,０００円にお願

いするものです。 

 歳入では、負担金及び諸収入を増額し、一般会計繰入金を減額するもので、歳出では、委託料

及び給与管理費を増額するものでございます。 

 議案第１１３号、平成３０年度由布市健康温泉館事業特別会計補正予算（第２号）については、

歳入及び歳出予算にそれぞれ２０１万円を追加し、予算総額を６,８０７万１,０００円にお願い

するものでございます。 

 歳人では、使用料、繰入金を増額するもので、歳出では健康温泉館費を増額するものでござい

ます。 

 議案第１１４号、平成３０年度由布市水道事業会計補正予算（第１号）については、収益的予

算の主なものは、収益的収入では、特別利益を増額するもので、収益的支出では、営業費用を増

額するものでございます。 

 また、資本的予算の主なものは、資本的収入では、企業債の減額、資本的支出では、建設改良

費を減額するものでございます。 

 以上で、提案理由の説明を終わります。慎重審査の上、御賛同賜りますようよろしくお願いを

申し上げます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  市長の提案理由の説明が終わりました。 

 次に、報告第２７号及び報告第２８号について、続けて報告を求めます。大塚代表監査委員。 

○代表監査委員（大塚 裕生君）  監査委員の大塚です。 

 それでは、報告第２７号について御報告申し上げます。 

 報告第２７号、例月出納検査の結果に関する報告について。地方自治法第２３５条の２第３項

の規定により例月出納検査の結果に関する報告を別紙とおり提出する。平成３０年１２月５日提

出。由布市代表監査委員、大塚裕生。 

 １ページから３ページに報告の内容を記載しております。 

 地方自治法第２３５条の２第１項の規定により、平成３０年７月分８月分９月分の例月出納検

査をそれぞれ８月２７日、９月２５日、１０月２４日に実施いたしました。検査の対象は、会計

管理者と企業出納員の関する各月末現在の現金のあり高と出納状況です。現金のあり高、出納関

係諸表等の計数の適格性の検証と現金の出納事務が適正に行われているかを検査いたしました。 

 検査の結果、資料の計数は諸帳票の計数と一致しており、適正に処理されていると認められま

した。 

 続きまして、報告第２８号について報告いたします。 
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 報告第２８号、定期監査の結果に関する報告について。地方自治法第１９９条第９項の規定に

より、定期監査の結果に関する報告を別紙のとおり提出する。平成３０年１２月５日提出。由布

市代表監査委員、大塚裕生。 

 １ページから３ページに報告の内容を記載しております。 

 地方自治法第１９９条第４項の規定により、平成３０年度由布市の財務に関する事務の執行及

び経営に係る事務の執行について、平成３０年１０月３０日から１１月８日まで監査を実施いた

しました。監査は、１ページに記載されている、監査の着眼点に基づいて各課から提出された監

査資料により、所属長及び担当者からの聞き取りや質疑応答を行うとともに、帳票の照合や証拠

書類の確認を行いました。 

 監査の結果、今回の監査の対象となる事務事業は、おおむね適正に管理されていると認められ

ました。ただし２ページの（１）から（４）に記載している内容について改善、検討を求めてお

ります。 

 まず、１点目が、過年度支出が見受けられたことから、予算執行状況の把握と速やかな会計処

理について。２点目が補助金の交付に係る規定の見直しと支出に関する事務処理の適正化につい

て。３点目が郵便切手や印紙など、有価物の現金と同様の厳格な管理について。最後４点目が、

決済文書に係る文書管理規定にのっとった事務処理について改善、検討を求めております。 

 監査の意見としましては、まず平成２９年度の一般会計と特別会計の決算審査において、自主

財源の確保に向けた取り組みをお願いしたところでありますが、本監査で各課より説明を受ける

中で、その取り組み、検討が徐々に前進しているように感じられたところでございます。 

 職員一人一人が厳しい財政状況を認識し、一つでも多くの自主財源確保につながる施策の立案、

実施等を期待しております。また、市税や各種使用料負担金等の未収金対策についても、さらに

実効性のある対策により、未収金の縮減を図り、財源確保並びに公平性、公正性の確保に努めて

いただきたいと思っているところでございます。 

 次に、本庁舎方式に移行に伴う組織再編から２年が経過したところでございますが、依然とし

て地域振興局と地域振興局業務に関係する課との間で、事務分担や人員などに係る認識に差があ

ると感じられました。現在、総務課が行政組織検討委員会を立ち上げ、課ごとの人員や事務分担

等について検証しているとのことでございますが、所管業務の整理とそれに伴う適正な人員配置

により、効果的・効率的な行政運営を図られることを望みます。 

 最後に、平成２９年度の地方自治法の一部改正により、都道府県と指定都市では、内部調整に

関する方針を定め、必要な体制を整備しなければならないものとされたところでございます。指

定都市でない由布市では、努力義務となっておりますが、これまでの定期監査や毎月の例月出納

検査で指摘してきた注意事項などが、いずれも内部統制においてリスクコントロールできる事項
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であり、整備の必要性を感じているところでございます。今後、先進的事例等を研究され、有効

な内部統制体制の整備を図るよう検討していただきたいと思っておるところでございます。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（佐藤 郁夫君）  代表監査委員からの報告が終わりました。 

 次に、ただいま上程されました各議案について詳細説明を求めます。まず、報告第２５号、報

告第２６号並びに承認第５号について詳細説明を求めます。財政課長。 

○財政課長（佐藤 公教君）  財政課長です。 

 それでは、報告第２５号、２６号の詳細説明をいたします。 

 まず、報告第２５号です。専決処分の報告について。地方自治法第１８０条第１項の規定によ

り、和解及び損害賠償の額を定めることについて、同条第２項の規定により報告する。平成

３０年１２月５日提出。由布市長。 

 ページをお開きください。 

 このページには、平成３０年１０月５日付で専決処分を行った専決処分書を添付をしておりま

す。事故の当事者、和解条件等につきましては、右のページに記載のとおりです。 

 事故の概要としましては、平成３０年９月５日午後１時５分ごろ、大分市要町のおおいたシテ

ィ駐車場におきまして、甲の車輌が駐車のため後退した際に、後方確認を誤り、駐車中の乙の車

輌の左前方部に接触したものです。本件は本件事故に係る一切の損害賠償金の支払い義務がある

ことを認め、和解し、損害賠償額１４万５８４円と定めたものです。 

 続きまして、報告第２６号、専決処分の報告について。地方自治法第１８０条第１項の規定に

より、和解及び損害賠償の額を定めたことについて、同条第２項の規定により報告する。平成

３０年１２月５日提出。由布市長。 

 ページをお開きください。 

 平成３０年１０月１７日付で、専決処分を行った専決処分書の添付をしております。事故の当

事者、和解条件につきましては、右のページに記載のとおりです。事故の概要としましては、平

成３０年７月２３日午後１０時５５分ごろ、由布市庄内町西後藤酒店駐車場におきまして、甲の

車両が駐車のため後退した際に、後方確認を怠り、後方のたばこ自動販売機に接触をしたもので

す。本件事故に係る一切の損害賠償金の支払い義務があることを認め和解し、損害賠償額を

２４万６,１８６円と定めたものです。この件の事項発生は７月でございますが、和解条件等で

時間を要しましたことから、今議会での報告となりました。 

 続きまして、承認第５号について説明をさせていただきます。 

 承認第５号、専決処分の承認を求めることについて。地方自治法第１７９条第１項の規定によ

り、平成３０年度由布市一般会計補正予算（第３号）について、別紙のとおり専決処分したので、
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同条第３項の規定によりこれを報告し、承認を求める。平成３０年１２月５日提出。由布市長。 

 裏面をごらんください。 

 専決処分書です。平成３０年１０月３日付で専決処分を行っております。それでは、内容につ

いて御説明をいたします。 

 平成３０年度一般会計補正予算（第３号）をごらんください。補正予算（第３号）の１枚目を

めくっていただいて、平成３０年度由布市の一般会計補正予算（第３号）は、次に定めるところ

による。第１条歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,６６１万３,０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１７９億４,０７６万５,０００円とする。第２項歳入歳出予

算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第１表歳

入歳出予算補正による。平成３０年１０月３日専決、由布市長。 

 １ページをお開きください。 

 第１表、歳入歳出予算補正では、歳入歳出の款項ごとに補正額を記載しております。 

 ３ページからは、補正予算事項別明細書を掲載をしております。 

 それでは、６ページ、７ページをお開きください。 

 歳入につきましては、１６款２目の林道災害復旧事業費の県補助金と、その下の１９款繰入金

は、今補正の収支不足額を補うための財政調整基金からの繰入金を計上しております。 

 続きまして、８ページ、９ページをお願いします。 

 上段８款５項１目の区分１、公営住宅管理事業２３４万８,０００円は、台風２４号が原因で

市営住宅の雨漏りが発生し、緊急に修繕を要する必要が生じたため計上をしております。 

 中段の１１款１項１目の区分１、農業用施設災害復旧費９０６万５,０００円は、台風２４号

の災害に伴う農地２３件、水路、農道６件の測量委託です。これの工事費につきましては、本

１２月議会の補正予算（第４号）に計上しております。 

 一番下１１款１項２目の区分１、林業施設災害復旧事業費５２０万円は、台風２４号の災害に

伴う林道五ヶ瀬線復旧のための測量委託と工事請負費を計上しております。財源としては、県補

助金を充当しております。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  ここで、暫時休憩します。 

 再開は１１時１５分とします。 

午前11時02分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時15分再開 

○議長（佐藤 郁夫君）  再開します。再開しますが、一つ議事日程の中で訂正をさせていただき
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ます。 

 ３ページに第３６号議案というところに書いてありますが、報告と書いてますが、そこを議案

に訂正をお願いいたします。第３６は議案第９８号ということでありますので、訂正方をお願い

いたします。いいですか、皆さん。３ページの第３６号報告と書いておりますのを、議案に変え

てください。 

 では、よろしくお願いいたします。 

 次に、議案第７３号から議案第７６号まで続けて詳細説明を求めます。総務課長。 

○総務課長（漆間 尚人君）  総務課長です。議案第７３号から７６号まで詳細説明を行います。 

 まず、議案第７３号について、詳細説明を行います。 

 議案第７３号、和解及び損害賠償の額を定めることについて。和解及び損害賠償の額を定める

ことについて、地方自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求める。平成３０年

１２月５日提出、由布市長。 

 次のページをごらんください。 

 この事故の当事者は、記載のとおりでございます。事故の概要ですが、平成３０年８月１日午

前（１２月１８日議案訂正）３時３０分ごろ、由布市庄内町渕２１７９番地先市道仁瀬小袋線に

おいて、乙の自動車が道路の端に寄ったところ、コンクリート舗装が陥没し、自動車の右前輪が

陥没した穴に落ち、乙の車両に損害を与えた事故でございます。 

 和解条件につきましては、甲は乙に対し本件事故に係る一切の損害賠償金の支払い義務がある

ことを認め、損害賠償の額を１４８万５,３４４円と定めたものでございます。 

 次に、議案第７４号でございます。議案第７４号、由布市議会議員の議員報酬及び費用弁償等

に関する条例の一部改正について。由布市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一

部を改正する条例を別記のように定める。平成３０年１２月５日提出、由布市長。 

 改正内容につきましては、一般職の職員の給与改定に準じて、市議会議員の期末手当につきま

して改正を行うものでございます。 

 次のページをお開きください。改正条文については、２条からなっております。 

 第１条につきましては、平成３０年１２月支給分の期末手当を０.０５月引き上げる改正を行

うものでございます。第２条におきましては、だたいまの第１条で引き上げました支給月数を、

平成３１年４月１日以降、６月と１２月の支給月に均等に振り分け、それぞれの支給月数を

１.５５月とし、合計３.１０月とする改正を行うものでございます。 

 附則といたしまして、第１条の施行日は平成３０年１２月１日、第２条の施行日は平成３１年

４月１日としております。 

 次のページには、新旧対照表を載せておりますので、後ほど御参照いただきたいと思います。 
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 続きまして、議案第７５号でございます。議案第７５号、由布市特別職の職員で常勤のものの

給与に関する条例の一部改正について。由布市特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例の

一部を改正する条例を別記のように定める。平成３０年１２月５日提出、由布市長。 

 本改正につきましては、ただいまの議案第７４号と同様に、一般職の職員の給与改定に準じて、

常勤の特別職の期末手当の支給月数を０.０５月引き上げ、３.１０月とする改正を行うものでご

ざいます。 

 次ページに掲載の第１条、第２条の改正内容及びその次のページの新旧対照表につきましては、

先ほどの議案第７４号と同じでございます。 

 次に、議案第７６号でございます。議案第７６号、由布市職員の給与に関する条例の一部改正

について。由布市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を別記のように定める。平成

３０年１２月５日提出、由布市長。 

 人事院勧告に準ずる給与改定を行い、条例の一部改正を行うものでございます。 

 次のページをお開きください。 

 一部改正の条文については、１条から３条までとなっております。まずそのページ、第１条が

記載しておりますが、表記を適切な表記に改めることと、宿日直手当を２００円引き上げるもの

でございます。 

 それから、２枚めくっていただきまして、左のページ下段、第２条は勤勉手当の支給月数を

０.０５月引き上げるものでございます。 

 右のページの上段に第３条がございますが、第３条につきましては、通勤手当の改正、それか

ら期末手当の支給月数の改正、３つ目に第２条で引き上げた一般職及び再任用職員の勤勉手当を、

来年４月以降それぞれ支給月数を一般職は０.９２５月、再任用職員は０.４５月とする改正を行

うものでございます。 

 新旧対照表で説明をいたします。次のページをごらんください。 

 まず、第１条関係でございます。ここの第１条、第３条、第１１条の２につきましては、表記

の修正でございます。下のページの上段ですが、第１９条は人事院勧告に準じ、宿日直手当を

２００円引き上げ、４,４００円に改正を行うものでございます。また、括弧書きの特殊な業務

を主として行う日の宿日直勤務に当たっては、６,３００円の記載がございますが、由布市には

該当がありませんので、今回削除いたします。 

 それから下のほうの２３条でございますが、これは表記の修正でございます。 

 一番下の別表１につきましては、人事院勧告に準じた給料表の改正を８ページにわたって記載

をいたしております。 

 それでは、そこから５枚めくってください。第２条関係になります。勤勉手当の引き上げでご
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ざいます。第２２条第２項になりますけれども、人事院勧告に基づき、一般職の勤勉手当につい

て０.０５月分引き上げ、１２月分を１００分の９０から１００分の９５に、再任用職員の勤勉

手当の１２月分の支給月数を０.０５月引き上げ１００分の４２.５から１００分の４７.５に引

き上げるものでございます。 

 下のページにつきましては、基準日の読み替えでございます。 

 次のページをお開きください。第３条関係の新旧対照表でございます。 

 まず、上ページの中段、第１３条第２項は、自動車等を利用して通勤する者の通勤手当の改正

を行うものでございます。現行は、自動車等を利用して通勤する者には、片道の通勤手当で２キ

ロメートル以上３１キロメートル未満については、１キロ増すごとによって８５０円を加えた額

を、３１キロメートル以上については、８００円を加えた額を支給しており、３万２,７００円

を限度としておりますが、今回の改正によって、基本額を１,５００円として新たに設け、片道

１キロメートルの単価を８００円とし、限度額については２万９,５００円と改正を行うもので

す。 

 この改正については、近距離通勤者の通勤手当につきましては、県下で最も低い水準にあるこ

とから、今回改正を行うものでございます。 

 続きまして、上のページの下段、２１条の第２項では、期末手当の支給月数を６月と１２月の

支給月に均等に振り分け、それぞれの支給月数を一般職は１.３０月、次ページの上段ですが第

３項再任用職員の６月、１２月それぞれの支給月数を０.７２５月とする改正を行うものでござ

います。 

 ページの下段、第２２条です。引き上げました一般職及び再任用職員の勤勉手当の支給月数を、

６月と１２月の支給月に均等に振り分け、平成３１年４月１日以降、それぞれの支給月数を、一

般職は０.９２５月、再任用職員は０.４５月とする改正を行うものでございます。 

 以上で、詳細説明を終わります。 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に、議案第７７号及び議案第７８号について、続けて詳細説明を求め

ます。健康増進課長。 

○健康増進課長（馬見塚美由紀君）  健康増進課長でございます。 

 最初に議案第７７号の詳細説明をさせていただきます。 

 議案第７７号、由布市特別会計条例の一部改正について。由布市特別会計条例の一部を改正す

る条例を別記のように定める。平成３０年１２月５日提出、由布市長。 

 新旧対照表をごらんください。 

 由布市健康温泉館事業特別会計を廃止し、一般会計への編入を行うためのものでございます。 

 由布市湯布院健康温泉館は、平成２年２月に温泉利用型保養施設として建設されております。
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現在では健康立市の大きな施策の一つとして、健康温泉館を市民の重要な健康増進施設として位

置づけて、利用促進を図っています。今回、特別会計を廃止し、一般会計への編入を行う趣旨と

しましては、建設当初の観光客中心の観光施設という主な利用目的から、現在市民中心の健康増

進施設という主な利用目的へ変わったことにありまして、それまで地方財政法第６条及び地方財

政法施行令第４６条第１１項で定められています観光施設事業として公営事業に該当するという

解釈から条例を定め、特別会計として運用を行ってまいりましたが、利用目的が変更になってい

るため、第１１号の解釈から外れていると考え、一般会計へ編入を行うものでございます。 

 議案第７７号については以上でございます。 

 続きまして、議案第７８号の詳細説明を行います。 

 議案第７８号、由布市湯布院健康温泉館条例の一部改正について。由布市湯布院健康温泉条例

の一部を改正する条例を別記のように定める。平成３０年１２月５日提出、由布市長。 

 新旧対照表をごらんください。 

 議案第７７号の詳細説明と同じでございますが、由布市健康温泉館事業特別会計を廃止し、一

般会計へ編入を行うために、由布市湯布院健康温泉館条例を一部改正するものでございます。 

 議案第７８号については、以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に、議案第７９号について詳細説明を求めます。福祉事務所長。 

○福祉事務所長兼福祉課長（栗嶋 忠英君）  福祉課長です。議案第７９号の詳細説明をいたしま

す。 

 議案第７９号、由布市挾間高齢者等就業支援センターの指定管理者の指定について。由布市挾

間高齢者等就業支援センターの指定管理者を指定したいので、地方自治法第２４４条の２第６項

の規定により議会の議決を求める。平成３０年１２月５日提出、由布市長。 

 施設名及び所在地、由布市挾間高齢者等就業支援センター、由布市挾間町向原１７番地２。 

 指定管理者、公益社団法人由布市シルバー人材センター、理事長芦刈賢治、由布市挾間町向原

１７番地２。 

 指定管理期間、平成３１年４月１日から平成３５年３月３１日まで。 

 指定条件、施設の管理は、指定管理協定書に基づいて行う。指定管理者が法令及び指定管理協

定書に違反したときは、指定の取り消しまたは停止を行う。 

 由布市挾間高齢者等就業支援センターの指定管理の選定につきましては、由布市公の施設に係

る指定管理者の指定手続等に関する条例第５条第１項、第２号によりまして公募によらない、指

定管理者の選定をしております。 

 由布市挾間高齢者等就業支援センターについては、施設の指定管理期間が平成３１年３月末を

もって終了することに伴い、公益社団法人由布市シルバー人材センターを指定管理者として指定
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し、引き続き当施設の管理運営を行うものでございます。 

 資料といたしましては、指定管理選定委員会の報告書、指定管理運営業務使用書、指定申請書、

協定書（案）を添付しておりますので、御参照いただきたいと思います。 

 以上でございます。よろしくお願いいいたします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に、議案第８０号について詳細説明を求めます。商工観光課長。 

○商工観光課長（衛藤 浩文君）  商工観光課長です。議案第８０号についての詳細説明を申し上

げます。 

 議案第８０号、由布市城ケ原農村公園の指定管理者の指定について。由布市城ケ原農村公園の

指定管理者を指定したいので、地方自治法第２４４号の２第６項の規定により議会の議決を求め

る。平成３０年１２月５日提出、由布市長。 

 施設名及び所在地、由布市城ケ原農村公園、由布市庄内町柿原１番地。 

 指定管理者、由布市庄内町観光協会、会長佐藤人巳、由布市庄内町柿原１番地。 

 指定管理期間、平成３１年４月１日から平成３５年３月３１日までの４年間。 

 指定条件、施設の管理は、指定管理協定書に基づいて行う。指定管理者が法令及び指定管理協

定書に違反したときは、指定の取り消しまたは停止を行う。 

 指定管理者指定議案資料１をごらんください。 

 資料の１の２ページから４ページ、選定の経過選定の結果がございます。城ケ原農村公園は、

平成３０年８月１日の第１回指定管理者選定委員会で、募集要項及び仕様書の審査、決定後８月

９日から８月２４日までの期間、公募による受付を実施しました。その結果、２者から応募があ

りまして、１０月４日の第２回選定委員会における指定管理者候補の審査を経まして、由布市庄

内町観光協会が指定管理者の候補として選定されたものでございます。 

 指定管理者の由布市庄内町観光協会は、平成１９年４月１日から現在まで指定管理者としての

実績がございます。また、指定管理者指定議案資料の２といたしまして、指定管理運営業務仕様

書、指定申請書、協定書（案）を添付しておりますので、御参照いただきたいと思います。 

 以上です、よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に議案第８１号について詳細説明を求めます。農政課総括課長補佐。 

○農政課総括課長補佐（左藤  毅君）  農政課総括課長補佐です。議案第８１号について詳細説

明を申し上げます。 

 由布市庄内農産加工センターの指定管理者の指定について。由布市庄内農産加工センターの指

定管理者を指定したいので、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により議会の議決を求める。

平成３０年１２月５日提出、由布市長。 

 施設名及び所在地、由布市庄内農産加工センター、由布市庄内町柿原３００番地１。 
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 指定管理者、株式会社由布ポタジェ、代表取締役佐藤周二、由布市湯布院町川南１１０番地

４０。 

 指定管理期間、平成３１年４月１日から平成３５年３月３１日まで。 

 指定条件、施設の管理は、指定管理協定書に基づいて行う。指定管理者が法令及び指定管理協

定書に違反したときは、指定の取り消しまたは停止を行う。 

 本施設の現在の指定管理者は、株式会社由布ポタジェでございます。引き続き、指定管理者と

して指定し、当施設の管理運営を行うものでございます。 

 資料といたしまして、次のページからあります。指定管理委員会の報告書、指定管理運営業務

仕様書、指定申請書、協議書（案）を添付しておりますので、御参照願います。 

 以上です。よろしくお願いします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に議案第８２号から議案第９２号まで続けて詳細説明を求めます。建

設課長。 

○建設課長（佐藤  洋君）  建設課長です。議案第８２号、議案第８３号から議案第９２号まで

一括して詳細説明を申し上げます。 

 まず最初に議案第８２号、独自住宅、由布市市営特定公共賃貸住宅及び由布市市営雇用促進住

宅並びにその共同施設の指定管理者の指定について、詳細説明を申し上げます。 

 議案第８２号、独自住宅、由布市市営特定公共賃貸住宅及び由布市市営雇用促進住宅並びにそ

の共同施設の指定管理者の指定について。独自住宅、由布市市営特定公共賃貸住宅及び由布市市

営雇用促進住宅並びにその共同施設の指定管理者を指定したいので、地方自治法第２４４号の

２第６項の規定により議会の議決を求める。平成３０年１２月５日提出、由布市長。 

 施設名及び所在地、独自住宅、由布市営小野屋第二住宅、由布市庄内町東長宝４９８番地１、

由布市営五福上住宅、由布市庄内町東長宝３７９番地１、由布市市営特定公共賃貸住宅、由布市

営鶴田団地、由布市挾間町挾間６５１番地、由布市営鶴田第二団地、由布市挾間町挾間６８７番

地１、由布市営アウル石城、由布市挾間町来鉢３６番地６、由布市市営雇用促進住宅、由布市営

サンコーポラス挾間１号、由布市挾間町下市４２４番地１、由布市営サンコーポラス挾間２号、

由布市挾間町下市４２４番地２。 

 指定管理者、大分県住宅供給公社、理事長、諏訪義治、大分市城崎町２丁目３番３２号。 

 指定管理期間、平成３１年４月１日から平成３５年３月３１日まで。 

 指定条件、施設の管理は、指定管理協定書に基づいて行う。指定管理者が法令及び指定管理協

定書に違反したときは、指定の取り消しまたは停止を行う。 

 対象施設の指定管理者の選定につきまして、由布市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に

関する条例第５条第１項第２号により、公募によらない指定管理者を選定しております。 
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 資料といたしまして、選定委員会の報告書並びに指定管理者運営業務仕様書、指定申請書、協

定書（案）を添付しておりますので、御参照していただきたいと存じます。どうぞよろしくお願

いします。 

 続きまして、議案第８３号から９２号までの詳細説明をいたします。 

 議案第８３号の市道路線の廃止、議案第８４号から議案第９２号までの市道路線の認定につい

て、詳細説明を申し上げます。 

 議案第８３号、市道路線（長宝中央線）の廃止について。市道路線を次のように廃止したいの

で、道路法第１０条第３項の規定により、議会の議決を求める。 

 路線名、長宝中央線、起点由布市庄内町東長宝６６３番３地先、終点、由布市庄内町西長宝

１７９５番３地先、平成３０年１２月５日提出、由布市長。 

 裏面位置図をごらんください。本路線につきましては、県営基幹農道整備事業によります道路

新設工事が完了したため、終点位置が変更せず起点の位置を図面右側となります市道櫟木線への

接点へ変更し、完了によります道路延長した部分を含め新たな路線として管理したいため、市道

を一旦廃止するものでございます。 

 次に、議案第８４号について詳細説明を申し上げます。 

 議案第８４号、市道路線（長宝中央線）の認定について。市道路線を次のように認定したいの

で、道路法第８条第２項の規定により、議会の議決を求める。 

 路線名、長宝中央線、起点由布市庄内町櫟木６７１番７地先、終点由布市庄内町西長宝

１７９５番３地先、平成３０年１２月５日提出、由布市長。 

 裏面位置図をごらんください。議案第８３号で申し上げましたとおり、県営基幹農道整備事業

における道路新設工事完了に伴います道路延長をしました部分を含めて、本路線を新たに認定し

ていただくものでございまして、起点が市道櫟木線との接点になります。延長は、２,１６６.２メー

トルでございます。 

 次に、議案第８５号について詳細説明を申し上げます。 

 議案第８５号、市道路線（小原馬米線）の認定について。市道路線を次のように認定したいの

で、道路法第８条第２項の規定により、議会の議決を求める。 

 路線名、小原馬米線、起点由布市庄内町庄内原７６３番１地先、終点由布市庄内町庄内原

５２９番地先、平成３０年１２月５日提出、由布市長。 

 裏面位置図をごらんください。図面右下となります県道東長宝西線を起点としまして、図面左

上となります市道馬米平石線に通じます延長２１０.９メートルの部分を新たに市道として管理

するものでございます。なお、本議案は平成２７年第２回定例会で市道認定の請願が採択された

路線でございます。 
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 次に、議案第８６号について詳細説明を申し上げます。 

 議案第８６号、市道路線（生田原団地西線）の認定について。市道路線を次のように認定した

いので、道路法第８条第２項の規定により、議会の議決を求める。 

 路線名、生田原団地西線、起点由布市挾間町谷３１８番２地先、終点由布市挾間町谷３４４番

地先、平成３０年１２月５日提出、由布市長。 

 裏面位置図をごらんください。図面上となります市道生田原東山線を起点としまして、図面下

となります生田原配水地付近に通じる延長１５１.３メートルの道路を新たに市道として管理す

るものでございます。なお、本議案は平成３０年第２回定例会で市道認定の請願が採択された路

線でございます。 

 続きまして、議案第８７号について詳細説明を申し上げます。なお、議案第８７号から議案第

９２号までは、県道の旧道移管に伴うものでございます。 

 議案第８７号、市道路線（小挾間影戸線）の認定について。市道路線を次のように認定したい

ので、道路法第８条第２項の規定により、議会の議決を求める。 

 路線名、小挾間影戸線、起点由布市庄内町小挾間４０８番４地先、終点由布市庄内町東大津留

７７０番６地先、平成３０年１２月５日提出、由布市長。 

 裏面位置図をごらんください。図面右上となります県道別府庄内線を起点といたしまして、図

面左下となります同じく県道別府庄内線に通じる延長７７４.９メートルの県道別府庄内線の旧

道について新たに市道として管理するものでございます。 

 次に、議案第８８号について詳細説明を申し上げます。 

 議案第８８号、市道路線（上瀬口線）の認定について。市道路線を次のように認定したいので、

道路法第８条第２項の規定により、議会の議決を求める。 

 路線名、上瀬口線、起点由布市庄内町東大津留７０７番５地先、終点由布市庄内町東大津留

５５１番３地先、平成３０年１２月５日提出、由布市長。 

 裏面位置図をごらんください。図面上となります県道別府庄内線を起点としまして、図面左下

となります同じく県道由布庄内線に通じる延長５０８.８メートルの県道別府庄内線の旧道につ

いて新たに市道として管理するものでございます。 

 次に、議案第８９号について詳細説明を申し上げます。 

 議案第８９号、市道路線（中瀬口線）の認定について。市道路線を次のように認定したいので、

道路法第８条第２項の規定により、議会の議決を求める。 

 路線名、中瀬口線、起点由布市庄内町東大津留５５４番３地先、終点由布市庄内町東大津留

３０７番５地先、平成３０年１２月５日提出、由布市長。 

 裏面位置図をごらんください。図面中央となります県道別府庄内線を起点としまして、図面下
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となります同じく県道由布庄内線に通じる延長１５４.２メートルの県道別府庄内線の旧道につ

いて新たに市道として管理するものでございます。 

 続いて、議案第９０号について詳細説明を申し上げます。 

 議案第９０号、市道路線（北大津留川原線）の認定について。市道路線を次のように認定した

いので、道路法第８条第２項の規定により、議会の議決を求める。 

 路線名、北大津留川原線、起点由布市庄内町北大津留６８６番２地先、終点由布市庄内町北大

津留６３４番１地先、平成３０年１２月５日提出、由布市長。 

 裏面位置図をごらんください。図面左となります県道東山庄内線を起点としまして、図面右と

なります同じく県道東山庄内線に通じる延長３１５メートルの県道東山庄内線の旧道について新

たに市道として管理するものでございます。 

 次に、議案第９１号について詳細説明を申し上げます。 

 議案第９１号、市道路線（下柚ノ木線）の認定について。市道路線を次のように認定したいの

で、道路法第８条第２項の規定により、議会の議決を求める。 

 路線名、下柚ノ木線、起点由布市庄内町北大津留１５２番３地先、終点由布市庄内町北大津留

６２番１地先、平成３０年１２月５日提出、由布市長。 

 裏面位置図をごらんください。図面上となります県道東山庄内線を起点としまして、図面下と

なります同じく県道東山庄内線に通じる延長２５６.６メートルの県道東山庄内線の旧道につい

て新たに市道として管理するものであります。 

 最後になりますが、議案第９２号について詳細説明を申し上げます。 

 議案第９２号、市道路線（上影戸線）の認定について。市道路線を次のように認定したいので、

道路法第８条第２項の規定により、議会の議決を求める。 

 路線名、上影戸線、起点由布市庄内町東大津留９９５番４地先、終点由布市庄内町東大津留

７７２番１地先、平成３０年１２月５日提出、由布市長。 

 裏面位置図をごらんください。図面上となります県道東山庄内線を起点としまして、図面下と

なります同じく県道東山庄内線に通じる延長３５２メートルの県道東山庄内線の旧道について新

たに市道として管理するものでございます。 

 以上で、詳細説明を終わります。どうぞよろしくお願いします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に議案第９３号から議案第１０６号まで、続けて詳細説明を求めます。

総合政策課長。 

○総合政策課長（一尾 和史君）  総合政策課長です。 

 議案第９３号、大分市の公の施設を由布市の住民の利用に供させることに関する協議について

から、議案第９９号日出町の公の施設を由布市の住民の利用に供させることに関する協議につい
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て、および議案第１００号、公の施設を大分市の住民の利用に供することに関する協議について

から議案第１０６号、公の施設を日出町の住民の利用に供することに関する協議についての議案

は、相互に関連がありますので、一括して説明をさせていただきます。 

 議案第９３号、大分市の公の施設を由布市の住民の利用に供させることに関する協議について。

地方自治法第２４４条の３第２項の規定に基づき、次のとおり大分市の公の施設を由布市の住民

の利用に供させることに関し協議することについて、同条第３項の規定により、議会の議決を求

める。平成３０年１２月５日提出、由布市長。 

 おそれいります。議案第１００号をお願いいたします。 

 議案第１００号、公の施設を大分市の住民の利用に供することに関する協議について、地方自

治法第２４４条の３第２項の規定に基づき、次のとおり公の施設を大分市の住民の利用に供する

ことに関し協議することについて、同条第３項の規定により、議会の議決を求める。平成３０年

１２月５日提出、由布市長。 

 これらの議案につきましては、由布市を含む７市１町で形成されました大分都市広域圏に関連

したものとなります。 

 大分都市広域圏では、圏域全体の住民生活の関連機能サービス向上を目指し、その基本連携項

目として公共施設の相互利用の促進を掲げております。平成２８年度から協議を重ねてまいりま

した。 

 内容につきましては、圏域内の体育施設、文化施設などの相互利用を図り、圏域内住民の利便

性の向上につなげていくための協議調整を行うと伴に、公共施設の案内及び予約システムの共同

利用に向けた協議を行ってきたものでございます。 

 このほど協議が整いまして、来年度、平成３１年度をめどに、公共施設の相互利用及び予約状

況の確認や予約手続が可能となるシステムの共同利用を目指しているところです。 

 議案の第９３号から１０６号までの議案につきましては、大分都市広域圏における協議内容を

踏まえ、大分市、別府市、臼杵市、津久見市、竹田市、豊後大野市、日出町、７市町の公の施設

の一部を由布市の住民の利用に供させるとともに、由布市の公の施設の一部を７市町の住民の利

用に供させるための地方自治法第２４４条の３第２項に基づく協議について、議会の議決を求め

るものでございます。 

 その協議の内容といたしましては、議案の中にございますが、１つ目に、相互利用の対象とす

る施設、２つ目にその施設を利用させる方法、そして３つ目、施設の経費負担の３点となってお

ります。これらの議案は、相互利用の対象地域となります大分都市広域圏８市町の住民に、施設

を利用する権利を付与するといった意味の議案でもございます。ただ、これまでどおり、市外利

用者の利用を制限するものではございません。 
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 以上で、詳細説明を終わります。 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に、議案第１０７号について詳細説明を求めます。農政課総括課長補

佐。 

○農政課総括課長補佐（左藤  毅君）  農政課総括課長補佐です。 

 議案第１０７号について、詳細説明を申し上げます。 

 議案第１０７号、大字、字の区域の変更について。本市の大字、字の区域を次のとおり変更し

たいので、地方自治法第２６０条第１項の規定により、議会の議決を求める。平成３０年１２月

５日提出、由布市長。 

 編入される字及び区域ですが、字が由布市挾間町小野字藤畑の２４１５から２４１９まで、

２４２１、２４３３の１、２４３４の１、２４３４の２、２４３５の１、２４３５の３及びこれ

らの区域に隣接介在する道路、水路である市有地の全部です。 

 それから、編入する字ですが、由布市挾間町筒口字梶屋久保です。 

 資料といたしまして、次のページからありますが、現況図、大字、字区域変更図、換地図を添

付しておりますので、御参照願います。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に、議案第１０８号について詳細説明を求めます。財政課長。 

○財政課長（佐藤 公教君）  財政課長です。 

 平成３０年度由布市一般会計補正予算について、予算書に沿って御説明をいたします。補正予

算書の表紙をお開きください。 

 議案第１０８号、平成３０年度由布市の一般会計補正予算（第４号）は、次に定めるところに

よる。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５億９,０５９万８,０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１８５億３,１３６万３,０００円とする。第２項歳入歳出予

算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第１表

歳入歳出予算補正による。第２条、地方自治法第２１３条第１項の規定により翌年度に繰り越し

て使用することができる経費は第２表繰越明許費による。第３条、債務負担行為の追加は、第

３表債務負担行為補正による。第４条、地方債の追加、廃止及び変更は、第４表地方債補正によ

る。平成３０年１２月５日提出、由布市長。 

 それでは、１ページをお開きください。 

 第１表、歳入歳出予算補正です。歳入歳出の款項ごとに補正額を計上しております。 

 次に、４ページをお願いします。第２表、繰越明許費です。湯布院複合施設整備事業、道路整

備事業、洪水ハザードマップ作成業務それと小学校、幼稚園のエアコン整備、湯布院のＢ＆Ｇ海
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洋センターのプールの改修の繰越をお願いするものです。 

 次に、５ページをお願いします。 

 第３表、債務負担行為補正です。市報ゆふの印刷製本業務と外国語指導助手の派遣業務委託の

設定をお願いをしております。 

 次に、６ページです。第４表、地方債補正です。上段の小学校、幼稚園大規模改造事業と湯布

院Ｂ＆Ｇ海洋センタープール改修事業の追加と、その下に教育施設ブロック塀安全対策事業があ

りますが、それにつきましては、下段の廃止欄にありますブロック塀安全対策事業として、こと

しの９月に補正で計上をいたしましたが、１１月に国の３０年度補正予算が成立いたしまして補

正予算に係る財政措置として、この教育施設ブロック塀安全対策事業として対応するように示さ

れたところです。 

 このことから、今回の教育施設ブロック塀安全対策事業を追加補正で計上して、あわせまして

下段にあります、９月補正で計上したブロック塀安全対策事業を廃止をすることとしております。 

 次に、７ページをお願いします。変更の部分ですが、湯布院複合施設整備事業と市道山崎荒木

線の橋梁補修事業の変更をお願いをしております。 

 ８ページをお願いします。８ページは補正予算の事項別明細書です。この中の１９款繰入金に

つきましては、財政調整基金から財源不足分を繰り入れをしております。 

 １１ページ、１２ページをお願いします。歳入の１番下です。教育費国庫補助金、区分１の教

育費補助金２,０３１万９,０００円は、先ほどの国の３０年度の補正予算が成立したことによる

ブロック塀、冷暖房設備対応臨時特例交付金を計上しております。その他の歳入につきましては、

特定財源として歳出科目に充てられているものは、歳出の項目で説明をさせていただきます。 

 それでは、１９ページをお願いします。１９ページは歳出です。 

 歳出の中で出てきますが、給与管理費につきましては、人事院勧告に伴う職員手当の組み替え

によるもので、燃料光熱水費等につきましては、最近の燃料の高騰やことしの夏の猛暑による電

気代の増加等により、予算の不足分を計上いたしております。また、各事業において過年度精算

に伴う国費及び県費の返納金を計上しております。 

 それでは、その他の新規事業、増額分の主な事業について説明をさせていただきます。 

 ２４ページをお願いします。２款の総務費、１番下の企画費、区分２地域公共交通事業の

３６万７,０００円につきましては、県道の落石による通行どめに伴う迂回及び新庄内公民館乗

り入れに伴うコミュニティーバスの運行委託業務となっております。 

 ２６ページをお願いします。上段の区分３、湯布院複合施設整備事業につきましては、湯布院

庁舎の解体工事に伴う管理委託及び工事請負費の１億２,５１５万１,０００円が主なものです。

ただし、今回の補正では、庁舎の解体工事のみとなっていまして、これ以外に地中に埋まってい
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る杭を抜く工事等が今後考えられると予想しています。 

 ２８ページをお願いします。２８ページ１番下の区分１、知事、県議会議員選挙事業費

５３４万９,０００円につきましては、来年予定の大分県知事選に伴う報酬や選挙事務費及び投

票用交付機等を３０ページにかけて計上をいたしております。内容は、１００％が県委託金とな

っております。 

 続きまして、３２ページをお願いします。３２ページ、３款の民生費です。下段の障がい者福

祉費の区分１、自立支援事業の１,０１１万３,０００円につきましては、自立支援医療の負担金

で、医療費の増加見込みによるものです。財源は、国の２分の１と県の４分の１となっておりま

す。 

 ３４ページをお願いします。下段区分１、介護保険事業の１５７万円につきましては、在宅医

療連携拠点体制整備事業補助金としまして、タブレット端末の購入補助金が主なものです。 

 ３６ページをお願いします。３６ページ下段子育て支援費の区分１、一番下の保育所活動推進

事業の９,９３４万７,０００円につきましては、入所児童の増加に伴う不足分の扶助費となって

おります。財源は国庫補助金が２分の１と県補助が４分の１となっております。 

 ３８ページをお願いします。上段の区分３、病児・病後児保育事業の２０８万１,０００円に

つきましては、キッズケアクラブ、イマジンが庄内にありますが、イマジンさんの利用者増によ

り、基準額の変更に伴う増額が主なものです。財源は、国の補助金が３分の１、県が３分の１と

なっております。 

 ４２ページをお願いします。４款衛生費です。中段の母子保健費区分２、子ども医療費助成事

業の５５４万５,０００円につきましては、子ども医療費の不足分が主なもので、財源としまし

ては県補助金と基金繰入金となっております。 

 ４６ページをお願いします。４６ページ下段の６款１項３目の農業振興費区分４、下から２番

目ですが、農地中間管理事業の３９９万５,０００円につきましては、農地の受け皿であります

農地中間管理機構を活用して、農地の集積、集約化を進める事業となっております。１００％県

補助金となっております。 

 ４８ページをお願いします。下段の１目の林業振興費、区分１、鳥獣被害総合対策事業の

３３２万８,０００円につきましては、ジビエ利用拡大モデル整備事業で、湯布院町の下依にジ

ビエ加工所を整備するための大分ジビエ振興協議会への補助金となっています。 

 その下の区分２、造林事業の５９９万４,０００円につきましては、森林組合が実施する森林

整備事業で、事業拡大に対する国庫補助事業への上乗せ補助金となっております。 

 ５２ページをお願いします。上段８款土木費、区分１、道路維持事業の３,０００万円につき

ましては、挾間、庄内、湯布院の各３地域の舗装補修、区画線設置、側溝整備、防護柵設置等の
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工事費をそれぞれ計上させていただいております。 

 続いて、中段の区分１、道路整備事業単独事業の１,８６３万９,０００円につきましては、挾

間の市道、高由ハイツ中赤野１号線の測量設計委託と、湯布院のＪＲ実施協定の市道山崎荒木線、

山崎橋の橋梁補修工事となっております。 

 続いて、下の下段の区分１、雨水対策事業の３８３万６,０００円につきましては、挾間地域

の４カ所の排水整備工事となっておりまして、財源は挾間町の生活環境整備事業分担金を充当し

ております。 

 ５４ページをお願いします。５４ページ上段区分２、一般住宅耐震化等助成事業の２０万円に

つきましては、大分県の補助金交付要綱により、ブロック塀の所有者がブロック塀の撤去に要す

る経費に対し、１件当たり１０万円を限度として国が２分の１、県が４分の１、市が４分の１を

補助をするという事業になっております。 

 その下、９款消防費になります。区分１、常備消防費の３５１万３,０００円につきましては、

平成３１年度予定の新規採用者職員４名分の消防服、被服費が主な内容となっております。 

 ５６ページをお願いします。中段の区分２、災害対策環境整備事業９１３万７,０００円につ

きましては、由布市の洪水ハザードマップの作成業務委託料となっております。 

 その下の１０款教育費、区分１につきましては、区分１、教育環境管理充実事業の中の１８節

備品購入費の５２８万８,０００円につきましては、児童生徒用の机及び椅子をこの時期に計画

的に購入をしております。それと、車椅子児童が階段の上り下り時に使用する階段昇降車の購入

も予定をしております。 

 ５８ページをお願いします。下段の区分１、小学校施設整備事業５,６４５万７,０００円につ

きましては、石城小学校、川西小学校、塚原小学校の３校のエアコンの空調設備工事に伴う設計

委託及び工事請負費を計上しております。 

 ６０ページをお願いします。上段の区分１、中学校施設管理事業１３４万円につきましては、

庄内中学校体育館の照明と挾間中学校のテニスコートのブロック塀の工事が主な内容になってお

ります。 

 ６２ページお願いします。６２ページ下段の区分１、幼稚園施設整備事業１,０８９万

７,０００円につきましては、湯布院幼稚園と石城幼稚園のエアコン設置に伴う設計委託と工事

請負費を計上いたしております。 

 ６４ページをお願いします。６４ページ上段、区分１、社会教育活動推進事業２１２万

１,０００円につきましては、３つの自治公民館、挾間の来鉢、時松、庄内の竹の下の公民館の

トイレ等の改修に対する補助金でございます。 

 ６８ページをお願いします。上段の体育施設の区分４、スポーツ施設整備事業につきましては、
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２,１０２万３,０００円につきましては、湯布院Ｂ＆Ｇ海洋センターのプールの上屋改修に伴う

設計委託と工事請負費です。これにつきましては、台風２４号でＢ＆Ｇプールの屋根のシートが

破損をしまして、それとあわせて経年劣化による鉄骨の塗装が剥がれたために、来年度のシーズ

ンに間に合うように、今回の補正で計上をさせていただいております。 

 最後に、その下の１１款災害復旧費の区分１、農業用施設災害復旧費７,１００万円につきま

しては、先ほど承認５号で専決処分で台風被害の農地２３件、水路、農道６件の測量委託を報告

をいたしましたが、ここではその設計委託に伴う工事請負費を計上いたしております。財源は、

補助対象事業の８割が県補助金で、残りの分は分担金と一般財源となっております。 

 以上で、補正予算の詳細説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に、議案第１０９号について、詳細説明を求めます。保険課長。 

○保険課長（佐藤 厚一君）  保険課長でございます。議案第１０９号を詳細説明をいたします。 

 議案第１０９号、平成３０年度由布市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）。平成３０年

度由布市の国民健康保険特別会計補正予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３２１万１,０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４３億１,１７６万円とする。 

 ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。平成３０年１２月５日提出、由布市長。 

 まず、歳出のほうから説明させていただきます。事項別明細書の８ページ、９ページをお開き

ください。 

 １款１項１目一般管理費１１節需用費につきましては、法規追録代２万円の増額です。これは、

国保の広域化に伴い、法改正が例年より多かったことによる増額でございます。 

 １２節役務費の通信運搬費につきましては、７３万８,０００円の増額でございます。これは、

後納郵便代でございますが、これまで３月末に次年度の国民健康保険被保険者証を送付しており

まして、通常３月で不足分の補正などを行っておりましたが平成２９年３月に発送した国民健康

保険被保険者証の有効期限を３０年７月末までとし、３０年度よりは発送時期を７月としたこと

により、その不足分につきまして年度末を待たずに１２月の補正とさせていただきました。 

 １３節委託料でございますが、共同電算委託料は、国保連合会よりのレセプト処理に対する委

託料で、レセプト枚数により請求が行われますが、当初見込みより不足が生じたことにより

６１万８,０００円の増額と、精神欠陥の人の医療費の割合が由布市の医療費に対して一定以上

になると調整交付金の対象となりますが、その申請をするための特別業務委託料１１５万

７,０００円、合わせて１７７万５,０００円の増額となります。 

 第三者求償事務手数料４万５,０００円の増額です。通常、医療費は本人の窓口負担分を除い
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た残りの部分を国保より医療機関へ給付しますが、その給付事由が第三者の不法行為により生じ

た場合、一般的には交通事故がその代表例になりますが、加害者にその責任割合に応じて給付額

の支払いを求められるもので、国保連合会にその求償事務を委託しております。 

 第三者行為事務手数料は、第三者行為として返還されたお金の５％を連合会に支払いますが、

今回、第三者求償金が当初予算額より多く入金されたため、これから年度末にかけて事務手数料

が不足することとなったことによる増額であります。 

 この事務手数料は、全額調整交付金の対象となっております。 

 ２項１目１２節、口座振替手数料８万８,０００円の増額です。これは毎年利用者がふえてい

るコンビニ収納等の手数料の支払いに不足が生じたことによるものです。 

 ２款５項１目葬祭費、４５万円の増額です。これは、葬祭費の支給対象件数の増加に伴う増額

です。この葬祭料の補助金は、平成３０年度よりは県の普通交付金により全額交付されることと

なっております。 

 次のページ、１０ページ、１１ページをお開きください。１番下の表、５款２項１目保健衛生

普及費９万５,０００円の増額です。臨時嘱託職員の賃金の補正となりますが、通勤手当の補正

額及び、会議等の参加による賃金の割増補正でございます。 

 続きまして、歳入の説明をさせていただきます。 

 大変お手数ですが、６ページ、７ページにお戻りください。 

 ６款２項１目１節普通交付金４５万円の増額です。これは先ほど歳出で説明をさせていただき

ました葬祭費４５万円が県より交付金として交付されるものであります。 

 ２節特別交付金７６７万７,０００円の増額です。これは歳出で御説明いたしました５款２項

１目７節賃金の臨時嘱託職員の賃金増額分９万５,０００円と、また説明しました特別業務の精

神欠陥の県特別交付金が、今のところ見込みで７５３万７,０００円交付される予定であります。 

 それと、第三者求償事務手数料４万５,０００円の合計、７６７万７,０００円が合わせて県よ

りの特別交付金として交付される予定になっております。 

 一段飛ばしまして、１２款３項２目一般被保険者第三者納付金９０万円の増額であります。こ

れも、先ほど歳出で御説明しましたが、第三者の不法行為により損害賠償金が当初予算より

９０万円増額になったための修正でございます。 

 上に戻りまして、１０款繰入金、５８１万６,０００円の減額です。先ほどの県特別調整交付

金や第三者納付金の増額により、その部分を一般会計の繰入分をその部分を減額したことによる

５８１万６,０００円の減額でございます。 

 以上で、議案第１０９号の説明を終わります。 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に、議案第１１０号について詳細説明を求めます。健康増進課長。 
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○健康増進課長（馬見塚美由紀君）  健康増進課長です。議案第１１０号の詳細説明をいたします。 

 議案第１１０号平成３０年度由布市介護保険特別会計補正予算（第２号）。平成３０年度由布

市の介護保険特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,０４４万円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４４億３,６１０万９,０００円とする。 

 ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。平成３０年１２月５日提出、由布市長。 

 内容を御説明いたします。事項別明細書の６ページ、７ページをお願いします。 

 まず、歳入ですが、３款１項１目、３款２項１目、４款、５款１項１目、７款１項１目につい

ては、介護保険サービス給付費の必要見込み額の増加による予算措置をお願いするものです。 

 ３款２項３目につきましては、平成３０年度介護保険制度改正対応に係る事務費の国庫負担分

の予算措置をお願いするものです。 

 ７款１項３目につきましては、平成３０年度介護保険改正対応に係る事務費について、国から

の補助金が生じることにより、予算減額をお願いするものです。 

 ７款２項１目介護給付費準備基金繰入金は、財源の不足を介護給付費準備基金より繰り入れる

ものです。 

 次に、１０ページから１１ページをお願いします。 

 歳出ですが、１款１項１目一般管理費ですが、公用車の燃料費や法改正に伴う法規追録代、事

務費の必要見込み額の増加による予算措置です。 

 ２款につきましては、介護給付費の必要見込み額の増加による予算措置となっております。 

 以上で、介護保険特別会計補正予算（第２号）の詳細説明を終わります。よろしくお願いしま

す。 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に、議案第１１１号について詳細説明を求めます。水道課長。 

○水道課長（佐藤 正秋君）  水道課長でございます。議案第１１１号について詳細説明を申し上

げます。 

 議案第１１１号平成３０年度由布市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）。平成３０年度

由布市の簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７６５万７,０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億７,９９３万９,０００円とする。 

 ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。第２条、地方債の変更は、第２表地方債補正によ

る。平成３０年１２月５日提出、由布市長でございます。 
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 事項別明細書により御説明をさせていただきます。 

 まず、９ページ、１０ページをお開きください。 

 歳出でございます。第１款１項１目総務管理費委託料１９万２,０００円につきましては、水

道料金システムの改元に伴うシステムの保守料の増によるものでございます。 

 次に、１款１項２目維持管理費４６６万５,０００円につきましては、緊急修繕費の増及び委

託料の減によるものでございます。 

 次に、１款１項３目建設改良費、２８０万円の増につきましては、区分１、施設整備費促進事

業の１５節工事請負費、仮設影戸浄水水場の改修工事及び取水場の管理道の整備のため、今回増

額の補正をお願いするものでございます。 

 戻りまして、７ページ、８ページをお開きください。 

 歳入でございます。今回、補正の財源といたしまして、５款２項１目基金繰入金９０３万

３,０００を増額し、７款２項１目雑入が８２万４,０００円を増額、８款１項１目簡易水道事業

地方債を２２０万円減額補正をするものでございます。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に、議案第１１２号について詳細説明を求めます。環境課長。 

○環境課長（花宮 宏城君）  環境課長です。議案第１１２号について詳細説明をいたします。 

 議案第１１２号、平成３０年度由布市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）。平成

３０年度由布市の農業集落排水特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところとする。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５万７,０００円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ９,４３０万７,０００円とする。 

 ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。平成３０年１２月５日提出、由布市長。 

 それでは、歳入歳出補正予算事項別明細書によりまして、説明をいたします。 

 ６ページ、７ページをお願いいたします。 

 まず、歳入でございます。 

 １款１項１目農業集落排水負担金８６万４,０００円の増額につきましては、庄内町東長宝地

区での２件の新規加入により、加入負担金が発生したものです。 

 次に、４款１項１目一般会計繰入金は、歳入予算が歳出予算を上回るため、１７１万５,０００円

減額するものです。 

 ６款２項１目雑入につきましては、消費税確定申告による還付金９０万８,０００円増額する

ものでございます。 

 次に、８ページ、９ページをお願いいたします。 
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 歳出でございます。 

 １款１項１目一般管理費区分１３節委託料電算運用業務につきましては、水道料金システムに

おける改元作業委託業務であり、簡易水道事業特別会計及び水道事業会計と案分計算し、３万

２,０００円を増額するものです。 

 ２、給与管理費区分につきましては、人事院勧告に準じた給与改定に伴い増額するものであり

ます。 

 以上で、詳細説明を終わります。よろしくお願いします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に、議案第１１３号について詳細説明を求めます。健康増進課長。 

○健康増進課長（馬見塚美由紀君）  健康増進課長です。議案第１１３号の詳細説明をいたします。 

 議案第１１３号、平成３０年度由布市健康温泉館事業特別会計補正予算（第２号）。平成

３０年度由布市の健康温泉館事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２０１万円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６,８０７万２,０００円とする。 

 ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。平成３０年１２月５日提出、由布市長。 

 内容を説明いたします。事項別明細書の６、７ページをお開きください。 

 まず、歳入でございます。１款１項１目使用料１１７万４,０００円は、研修棟の使用料金収

入金でございます。 

 次に、８ページ、９ページをお願いします。 

 歳出です。１款１項２目の施設管理費２０７万７,０００円は、ボイラーの灯油使用料と灯油

価格高騰における燃料費の追加、水道使用量増における光熱水費の追加をお願いするものでござ

います。 

 以上で、健康温泉館事業特別会計補正予算の詳細説明を終わります。よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に、議案第１１４号について詳細説明を求めます。水道課長。 

○水道課長（佐藤 正秋君）  水道課長でございます。議案第１１４号について詳細説明をいたし

ます。 

 議案第１１４号平成３０年度由布市水道事業会計補正予算（第１号）。総則第１条、平成

３０年度由布市水道事業会計の補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 収益的収入及び支出。第２条、平成３０年度由布市水道事業会計予算第３条に定めた収益的収

入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

 款の項目の補正予定額と計のみを読み上げさせていただきます。 
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 収入、第１款、水道事業収益、補正予定額８６万７,０００円、計５億９,８６９万５,０００円。 

 支出、第２款、水道事業費用、補正予定額２６６万５,０００円、計６億４８１万５,０００円。 

 資本的収入及び支出、第３条、第４条中括弧「不足する額２億１,５０２万１,０００円」を、

「不足する額２億１,５０５万７,０００円」に、「過年度分の損益勘定留保資金２億１,５０２万

１,０００円」を「過年度分損益勘定留保資金２億１,５０５万７,０００円」に改め、資本的収

入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

 第３款、資本的収入、補正予定額１,０００万円減額、計１億１,７９８万２,０００円。 

 第４款、資本的支出、補正予定額９９６万４,０００円減、計３億３,００３万９,０００円。 

 事業債の補正、第４条、予算第６条中、挾間地域配水管更新工事の限度額３,５６０万円を

２,５６０万円に改める。 

 ３ページをお開きください。議会の議決を得ならなければ流用することができない経費、第

５条。予算第９条に定めた経費の金額を次のように改める。（１）職員給与費、補正予定額、

３万６,０００円、計４,１３９万６,０００円。平成３０年１２月５日提出、由布市長。 

 詳細につきましては、補正予算説明書で御説明いたしますので、５ページをお開きください。 

 まず、収益的収入でございます。１款３項２目過年度損益修正益８６万７,０００円の増額補

正でございますが、過年度分の消費税修正による戻入の増でございます。 

 収益的支出でございます。２款１項１目原水及び浄水費５８６万円の減額補正につきましては、

挾間浄水場の夜間警備委託料入札減及び挾間浄水場、取水場の電気料の増額によるものでござい

ます。 

 また２目配水及び給水費の３９７万５,０００円増額補正につきましては、修繕費等の増額に

よるものでございます。 

 ４目総係費の６５万５,０００円の増額補正につきましては、料金システムの元号の改元によ

るものでございます。 

 ５目減価償却費の３９０万５,０００円の増額補正につきましては、平成２９年度分の実績値

が確定したものによるものでございます。 

 ７ページにつきましては、地方債に関する調書でございます。 

 ８ページにつきましては、給与費明細書でございます。御参照いただきたいと思います。 

以上で詳細説明を終わります。 

○議長（佐藤 郁夫君）  各議案の詳細説明が終わりました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（佐藤 郁夫君）  以上で、本日の日程は、全て終了いたしました。 

 次回の本会議は、１２月７日午前１０時から一般質問を行います。 
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 なお、一般質問通告書追加分の提出締め切りは、明日正午までです。また、議案質疑に係る発

言通告書の締め切りは、１０日の正午までとなっておりますので、厳守をお願いいたします。 

 本日はこれにて散会します。 

 御苦労さまでございました。 

午後０時36分散会 

────────────────────────────── 

 

 


